
太陽

真上から見た方位と位置関係と時刻

南中高度

星の１日の動き

南の空 北の空

東の空 西の空

東

東京（北半球）での

太陽の日周運動

北極付近での

太陽の日周運動

地球の自転による太陽の一日の

見かけの動き各地域での太陽の日周運動 日周運動・・・
春分・秋分

6月ころ

12 月ごろ

赤道での

太陽の日周運動
シドニー（南半球）での

太陽の日周運動

北南

西

東

北南

西

東

北南

西

東

北南

西

コロナ（約 100 万℃）

太陽をとりまく高温のガス層

黒点の位置が移動していることから

太陽は自転していることがわかる

プロミネンス（約 1万℃）

表面（光球）

（約 6000℃）

中心部

（約 1600 万℃）

黒点（4000℃）

まわりより温度が低くいため黒く見える

直径

109

1 1

1.41

5.51

水素

窒素　酸素

約 6000℃

約 15℃

332900

地球＝１とすると g/ ㎤ ℃
質量 密度 表面温度大気の主な成分

太陽

地球

23.4°

赤道

ここに（北緯 40°）

にいるとすると

夏至の時の南中高度

40°
ここが南中高度

南中高度である赤い角度は 90°から青い角度を引けばよい

青い角度は今いる地点（ここでは北緯 40°）から

地軸の傾きの 23.4°をひけばよい

よってここでの夏至の南中高度の求め方は

90－（40－23.4）＝73.4 となる

太陽

※青の角は同位角により等しい

　緑の角は地軸の傾きなので等しい
※（緑＋青）の角は同位角により等しい

　緑の角は地軸の傾きなので等しい

　

赤道

ここに（北緯 40°）

にいるとすると

40
°

ここが南中高度

23.4°

南中高度である赤い角度は 90°から緑＋青の角度を引けばよい

青は今いるところの 40°

地軸の傾きの 23.4°を足すと緑＋青は 63.4°になる。

よってここでの冬至の南中高度の求め方は

90－（40＋23.4）＝26.6 となる

冬至の時の南中高度

公式　90－（その場所の緯度－23.4） 公式　90－（その場所の緯度＋23.4）

春分・秋分の公式は 90－（その場所の緯度）

夏至 冬至

北の空南の空

東の空 西の空

北極

時点の向き
時点の向き

北

南

東西

北

南

東 西

北南

東
西

北 南
東

西

東京

午後０時

午後 6時

午前 6時

正午

日の出

日の入り

午前０時
真夜中


